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概
括
的
に
報
告
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

１
．「
釧
路
発
祥
の
地
」
の
痕
跡
を
求
め
て

　

当
日
朝
、
ガ
イ
ド
役
の
岩
崎
さ
ん
と
は
、
筆
者
が
宿
泊

し
て
い
た
ホ
テ
ル
の
前
に
午
前
一
〇
時
に
待
ち
合
わ
せ
。

予
定
の
時
間
ど
お
り
に
合
流
し
、
岩
崎
さ
ん
運
転
の
車
で

早
速
、
最
初
の
目
的
地
へ
向
か
い
走
り
始
め
た
。

　

こ
の
日
最
初
に
向
か
う
視
察
先
は
、
事
前
に
筆
者
か
ら

リ
ク
エ
ス
ト
を
出
し
て
い
た
。
釧
路
川
に
架
か
る
幣
舞
橋

の
南
側
、
橋
南
地
区
な
ど
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
釧
路
駅
南
口
か
ら
南
に
幣
舞
橋
へ
向
か
う「
北
大
通
」

は
、
同
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ
に
位
置
す
る
幣
舞
ロ
ー
タ
リ
ー

を
起
点
と
し
て
網
走
市
へ
向
か
う
国
道
三
九
一
号
に
含
ま

れ
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
に
位
置
す
る
直
線
道
路
で
あ
る
。
同

ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
南
西
方
向
に
伸
び
る
道
道
二
五
号
、
別

名
「
南
大
通
」
は
、
総
延
長
一
二
㎞
ほ
ど
と
は
い
え
、「
大

通
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
こ
の
道

は
じ
め
に

　

公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
の
設
置
す
る

「
北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
」
（
１
）

は
、
二
〇
二
三
年
二
月
一

八
日
、
釧
路
市
を
対
象
と
す
る
現
地
視
察
を
実
施
し
た
。

　

同
研
究
会
で
は
二
〇
二
一
年
一
〇
月
に
実
施
し
た
第
三

回
現
地
視
察（
２
）で
釧
根
地
域
を
巡
察
し
て
お
り
、
そ
の
際
に

釧
路
市
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
る
が
、
同
市
阿
寒
町
は
一
定

の
時
間
を
か
け
て
巡
れ
た
も
の
の
、
市
中
心
部（
３
）に
つ
い
て

は
、
時
間
の
都
合
上
、
数
カ
所
の
施
設
に
足
早
に
立
ち
寄

る
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
中
心
部
に
関
す
る
視
察

の
レ
ポ
ー
ト
執
筆
は
再
訪
の
機
会
を
待
つ
こ
と
と
し
て
先

送
り
に
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
経
緯
を
受
け
て
の
実
施
と

な
っ
た
今
回
の
釧
路
市
再
訪
は
、
実
施
時
期
と
し
て
は
第

六
回
現
地
視
察
（
二
〇
二
二
年
一
二
月
、
胆
振
）
に
次
ぐ

が
、
研
究
会
の
活
動
上
の
位
置
づ
け
と
し
て
は
第
三
回
現

地
視
察
の
補
足
視
察
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

今
回
の
視
察
は
、
別
用
務
で
筆
者
が
釧
路
市
を
訪
れ
る

機
会
を
捉
え
て
実
施
し
た
た
め
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
数
人

が
参
加
し
た
こ
れ
ま
で
の
現
地
視
察
と
異
な
り
、
筆
者
一

人
で
の
実
施
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、今
回
に
限
っ
て
は
、

釧
路
市
に
長
年
暮
ら
す
元
北
海
道
議
会
議
員
の
岩
崎
守
男

さ
ん
に
ガ
イ
ド
役
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、

市
内
の
主
要
な
史
跡
や
施
設
を
朝
か
ら
夕
方
ま
で
の
長
時

間
に
わ
た
っ
て
同
行
・
案
内
し
て
い
た
だ
く
幸
運
に
恵
ま

れ
た
。

　

今
次
視
察
の
大
枠
の
テ
ー
マ
と
し
て
想
定
し
た
の
は
、

市
内
の
南
大
通
周
辺
地
区
等
に
史
跡
が
残
る
近
世
期
の
場

所
請
負
制
度
や
、
鳥
取
地
区
等
に
史
跡
・
資
料
館
が
残
る

明
治
期
以
降
の
士
族
開
拓
な
ど
、
釧
路
市
の
歴
史
に
深
く

関
わ
る
特
徴
的
な
情
報
の
収
集
を
通
じ
て
、
釧
路
市
の
発

祥
と
そ
の
後
の
行
政
体
制
の
変
遷
を
把
握
す
る
こ
と
、
さ

ら
に
、
炭
鉱
、
鉄
道
、
漁
業
と
い
っ
た
産
業
史
に
つ
い
て

も
可
能
な
限
り
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
稿
は
こ
の
第
三
回
現
地
視
察
の
補
足
視
察
に
つ
い
て

　

正　

木　

浩　

司

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
第
３
回
現
地
視
察
補
足
視
察

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
第
三
回
現
地
視
察
補
足
レ
ポ
ー
ト

　
─ 
釧
路
市
を
再
訪
し
て
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の
界
隈
が
か
つ
て
の
釧
路
の
中
心
部
で
あ
っ
た
。「
釧
路

発
祥
の
地
」
の
痕
跡
を
求
め
て
、
今
回
こ
こ
を
最
初
に
訪

れ
る
こ
と
に
し
て
い
た
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
を
越
え
、
南
大
通
に
入
る
と
、
そ
の
ま
ま

西
進
し
て
米
町
地
区
へ
。
最
初
に
、
灯
台
型
の
展
望
台
が

印
象
的
な
「
米
町
公
園
」（
釧
路
市
米
町
一
丁
目
）
に
立

ち
寄
り
、
園
内
の
数
基
の
碑
を
視
察
し
つ
つ
、
市
の
中
心

部
か
ら
西
部
方
面
へ
の
パ
ノ
ラ
マ
を
眺
望
し
た
。そ
の
後
、

足
早
に
同
公
園
に
隣
接
す
る
「
釧
路
國
一
之
宮
厳
島
神
社
」

の
再
訪
を
経
て
、
林
立
す
る
多
数
の
仏
教
寺
院
の
隙
間
を

縫
う
よ
う
に
地
区
内
を
巡
り
、「
佐
野
碑
園
」（
釧
路
市
南

大
通
八
丁
目
）
と
い
う
公
園
に
向
か
っ
た
。
こ
の
公
園
こ

そ
、
筆
者
が
こ
の
界
隈
で
最
も
視
察
を
切
望
し
て
い
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

佐
野
碑
園
の
敷
地
内
に
も
い
く
つ
か
の
碑
が
集

め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
特
に
視
察
を
切
望
し
て
い

た
の
は
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。

　

一
つ
は
「
久
寿
里
会
所
の
跡
碑
」
で
あ
る
。
久

寿
里
は
ク
ス
リ
と
読
む
。
市
編
纂
の
『
釧
路
市
統

合
年
表
』（
二
〇
〇
六
年
）に
よ
る
と
、文
献
上
、「
ク

ス
リ
」と
い
う
地
名
が
現
れ
る
の
は
一
六
四
三（
寛

永
二
〇
）
年
、「
オ
ラ
ン
ダ
船
カ
ス
ト
リ
ク
ム
号

の
ア
ッ
ケ
シ
（
厚
岸
）
漂
着
に
際
し
、
ク
ス
リ
在

住
の
ア
イ
ヌ
が
交
易
目
的
で
厚
岸
を
訪
れ
た
」
と

い
う
記
述
が
初
出
と
い
う
。
ク
ス
リ
は
、
釧
路
の

語
源
と
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
ア
イ
ヌ
語
の
一
つ
で

あ
る（
４
）。

　

同
統
合
年
表
を
辿
っ
て
い
く
と
、
一
八
世
紀
半

ば
以
降
で
は
「
ク
ス
リ
場
所
」
の
文
言
も
現
れ
る

よ
う
に
な
り
、
松
前
藩
の
蝦
夷
地
統
治
の
も
と
、

こ
の
地
が
場
所
請
負
制
度
に
お
け
る
場
所
の
一
つ

と
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
場
所
請
負

制
度
と
は
、
松
前
藩
独
自
の
知
行
制
度
で
あ
る
商

場
知
行
制
か
ら
変
質
し
た
も
の
で
、
各
商
場
を
知

行
地
と
す
る
同
藩
家
臣
が
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
交
易

権
の
行
使
を
特
定
の
商
人
に
請
け
負
わ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
場
所
請
負
制
度
は
不
公
平
取
引
の
側
面
を
強
め
な
が

ら
、
そ
の
後
さ
ら
に
変
質
し
、
ア
イ
ヌ
民
族
は
交
易
相
手

で
は
な
く
労
働
力
と
し
て
使
役
さ
れ
る
立
場
に
追
い
込
ま

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る（
５
）。

　

ク
ス
リ
場
所
は
、
西
の
シ
ラ
ヌ
カ
場
所
、
南
東
の
ア
ッ

ケ
シ
場
所
、
東
の
ネ
モ
ロ
場
所
、
北
の
シ
ャ
リ
場
所
と
、

そ
れ
そ
れ
境
界
を
接
し
て
い
た（
６
）。
各
場
所
は
第
一
次
幕
府

直
轄
期
（
一
七
九
九
～
一
八
二
一
年
）
に
い
っ
た
ん
廃
止

さ
れ
る
が
、
松
前
藩
の
復
領
（
一
八
二
一
年
）
に
先
立
っ

て
一
八
一
三
（
文
化
一
〇
）
年
か
ら
再
開
さ
れ（
７
）、「
漁
場
持
」

制
度
へ
の
改
定
（
一
八
七
〇
／
明
治
三
年
）
を
経
て
、
一

八
七
六
（
明
治
九
）
年
ま
で
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
間
、松
前
藩
が
こ
の
地
に
設
置
し
て
い
た
「
運
上
屋
」

は
、
幕
領
化
に
あ
た
っ
て
「
会
所
」
に
改
名
さ
れ
、
幕
領

期
終
了
後
も
そ
の
名
の
ま
ま
継
続
さ
れ
て
い
る（
８
）。
そ
の
跡

地
に
現
在
の
佐
野
碑
園
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
久

寿
里
会
所
の
跡
碑
」
は
示
し
て
い
る
。

　

釧
路
場
所
の
請
負
商
人
と
し
て
は
、
前
出
の
統
合
年
表

か
ら
は
、
岐
阜
出
身
の
飛
騨
屋
・
武
川
久
兵
衛
や
、
新
潟

出
身
の
廻
船
業
者
で
あ
る
米
屋
孫
右
衛
門
の
ほ
か
、
数
人

の
名
が
読
み
取
れ
る
。
幕
府
直
轄
化
に
伴
う
廃
止
を
経
て

一
八
一
三
（
文
化
一
〇
）
年
に
再
開
さ
れ
た
ク
ス
リ
場
所

は
、
一
八
二
二
（
文
政
五
）
年
よ
り
二
代
目
米
屋
孫
右
衛

門
が
請
け
負
い（
９
）、
一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
に
三
代
目
か

ら
こ
れ
を
継
承
し
た
四
代
目
（
米
屋
喜
与
作
）
は
、
一
八

六
六
（
慶
応
二
）
年
に
改
姓
し
て
佐
野
姓
を
名
乗
っ
た
。

佐
野
碑
園
の
名
は
こ
の
佐
野
孫
右
衛
門
に
由
来
す
る
。

＜付表１＞　第３回現地視察および補足視察の主な視察先
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佐
野
碑
園
で
の
視
察
を
切
望
し
て
い
た
碑
の
も
う
一
つ

は
、
園
名
の
由
来
と
さ
れ
る
佐
野
孫
右
衛
門
を
顕
彰
す
る

た
め
に
建
立
さ
れ
た
「
佐
野
氏
紀
功
碑
」
で
あ
る
。
現
地

の
解
説
に
よ
る
と
、
同
碑
は
「
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治

初
め
ま
で
久
寿
里
場
所
の
請
負
人
（
漁
場
持
）
と
し
て
釧

路
地
方
の
開
発
に
あ
た
っ
た
佐
野
孫
右
衛
門
の
功
績
を
顕

彰
し
た
も
の
」
で
、「
佐
野
家
は
、
寛
政
年
間
に
新
潟
県

か
ら
釧
路
に
移
り
、代
々
場
所
請
負
人
を
任
じ
ら
れ
」、「
四

代
目
に
当
た
る
孫
右
衛
門
は
昆
布
漁
業
振
興
の
ほ
か
自
費

に
よ
る
道
路
開
削
や
川
湯
の
硫
黄
採
掘
事
業
も
行
い
、
釧

路
地
方
の
発
展
に
特
に
貢
献
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、前
出
の
厳
島
神
社
の
由
緒
に
も
、一
八
〇
五
（
文

化
二
）
年
に
お
け
る
神
殿
建
立
者
と
し
て
、
初
代
と
思
し

き
米
屋
孫
右
衛
門
の
名
が
登
場
し
、
そ
の
後
の
社
周
辺
地

域
の
発
展
の
礎
を
築
い
た
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ク
ス
リ
（
久
寿
里
）
が
正
式
に
「
釧
路
」
と
表
記
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
以
降
と

い
う
（
（1
（

。
同
年
八
月
の
「
北
海
道
」
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、

国
郡
制
の
適
用
の
も
と
、
北
海
道
内
一
一
国
の
一
つ
と
し

て
釧
路
国
が
、
釧
路
国
七
郡
の
一
つ
と
し
て
釧
路
郡
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
要
地
の
一
つ
で
あ
っ
た

ク
ス
リ
は
、
近
世
期
に
お
け
る
ク
ス
リ
場
所
と
し
て
の
活

況
や
幕
府
直
轄
期
の
行
政
・
交
通
の
拠
点
と
し
て
の
繁
栄

な
ど
を
足
が
か
り
に
発
展
を
始
め
、
明
治
期
以
降
に
こ
の

地
で
本
格
化
す
る
行
政
機
構
や
港
湾
の
整
備
の
進
展
と
と

も
に
、今
日
の
釧
路
市
を
形
成
し
て
い
く
舞
台
と
な
っ
た
。

そ
の
後
の
行
政
体
制
の
展
開
に
つ
い
て
は
後
段
で
あ
ら
た

め
て
辿
り
た
い
。

２
．
紫
雲
台
墓
地
へ
、
強
制
労
働
犠
牲
者
の
慰
霊
碑

　

を
視
察

　

佐
野
碑
園
を
去
る
と
、
橋
南
地
区
を
東
へ
一
気
に
走
り

抜
け
、
春
採
湖
の
南
側
、
市
営
「
紫
雲
台
墓
地
」（
釧
路

市
紫
雲
台
一
）
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
の
敷
地
内
の
一
角
に

は
「
太
平
洋
戦
争
強
制
労
働
犠
牲
者
慰
霊
碑
」
が
建
立
さ

れ
て
い
る
。
同
碑
の
前
で
行
わ
れ
る
慰
霊
祭
の
継
続
的
な

実
施
に
は
岩
崎
さ
ん
も
長
年
関
わ
っ
て
き
た
経
過
が
あ
る

と
の
こ
と
で
、
今
回
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
強
制
労
働

の
史
実
に
、
釧
路
で
も
行
き
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

北
海
道
開
拓
に
お
け
る
強
制
労
働
の
問
題
は
、
当
研
究

会
も
特
に
関
心
を
寄
せ
て
き
た
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
現
地
視
察
を
通
じ
て
、
強
制
労
働
の
始
ま
り

で
あ
る
明
治
期
の
「
囚
人
労
働
」
と
、
囚
人
労
働
の
廃
止

後
、
そ
の
後
を
継
承
し
た
「
タ
コ
労
働
」
に
つ
い
て
は
、

第
二
回
視
察
で
訪
れ
た
北
見
市
や
網
走
市
、
第
四
回
視
察

で
訪
れ
た
月
形
町
な
ど
で
一
定
の
学
び
（
情
報
収
集
）
を

積
み
重
ね
て
き
た
。
あ
わ
せ
て
、
強
制
労
働
に
は
そ
の
犠

牲
者
の
素
性
に
よ
っ
て
大
き
く
は
四
つ
の
区
分
が
あ
り
、

囚
人
労
働
と
タ
コ
労
働
の
ほ
か
、
ア
イ
ヌ
人
強
制
労
働
と

久寿里会所の跡碑

佐野氏紀功碑
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お
り
、
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
時
期
に
ま
で
及
ぶ
昭
和
期
で

あ
る
。
北
海
道
の
近
代
史
に
お
け
る
強
制
労
働
の
息
の
長

さ
、
問
題
の
根
深
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。

　

当
時
、
釧
根
の
地
で
築
港
や
炭
鉱
で
の
過
酷
な
強
制
労

働
に
服
役
し
、
犠
牲
と
な
っ
た
韓
国
・
北
朝
鮮
の
人
々
の

数
は
、
碑
文
に
よ
れ
ば
「
約
一
〇
〇
名
」
に
及
ぶ
。
こ
の

犠
牲
者
た
ち
を
慰
霊
す
る
た
め
に
、
慰
霊
碑
は
一
九
七
三

（
昭
和
四
八
）
年
に
建
立
さ
れ
た
。
碑
文
に
は
、
国
境
を

越
え
た
民
族
の
連
帯
と
協
力
へ
の
呼
び
掛
け
と
と
も
に
、

戦
争
の
悲
劇
を
二
度
と
く
り
返
さ
な
い
と
す
る
市
民
の
誓

い
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
慰
霊
祭
は
二
〇
二
三
年
八
月
二

〇
日
に
第
五
二
回
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
紫
雲
台
墓
地
の

慰
霊
碑
は
、
強
制
労
働
と
い
う
北
海
道
開
拓
史
の
重
大
な

史
実
を
後
世
に
伝
え
る
、
貴
重
な
場
所
の
一
つ
で
あ
る
。

３
．
炭
鉱
展
示
館
視
察
、釧
路
の
石
炭
産
業
史
を
学
ぶ

　

紫
雲
台
墓
地
か
ら
数
分
で
辿
り
着
い
た
次
の
視
察
先

は
、
旧
太
平
洋
炭
礦
の
設
置
す
る
「
太
平
洋
炭
礦
炭
鉱
展

示
館
」（
釧
路
市
桜
ケ
岡
三
丁
目
）で
あ
る
。
石
炭
鉱
業
は
、

漁
業
お
よ
び
製
紙
業
と
並
び
、
釧
路
市
の
「
三
大
基
幹
産

業
」
の
一
つ
と
さ
れ
て
き
た
産
業
分
野
で
あ
る
。
今
次
視

察
で
は
産
業
史
に
も
積
極
的
に
目
を
向
け
た
い
と
考
え
、

そ
の
一
環
で
ま
ず
、
石
炭
産
業
の
歴
史
に
関
す
る
情
報
収

集
を
目
的
に
、
こ
の
施
設
を
訪
れ
た
。
同
館
の
展
示
資
料

な
ど
（
（1
（

に
よ
れ
ば
、
釧
路
の
石
炭
産
業
の
沿
革
は
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

外
国
人
強
制
労
働
が
あ
る
こ
と
も
学
ん
で
き
て
い
る
（
（1
（

。

　

こ
の
強
制
労
働
の
四
区
分
に
従
う
な
ら
ば
、
釧
路
市
の

紫
雲
台
墓
地
で
慰
霊
さ
れ
て
い
る
犠
牲
者
は
外
国
人
強
制

労
働
の
犠
牲
者
に
当
た
る
。
そ
の
外
国
人
と
は
、
碑
文
に

よ
る
と
、
一
九
一
〇
（
明
治
三
四
）
年
の
い
わ
ゆ
る
「
日

韓
併
合
」
後
の
国
家
体
制
の
も
と
、「
労
務
動
員
計
画
」（
一

九
三
九
年
）
に
基
づ
き
日
本
へ
と
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
半
島

（
碑
文
で
は
「
韓
国
」
と
「
北
朝
鮮
」
を
並
記
）
の
人
々

で
あ
る
。
最
終
的
に
そ
の
数
は
総
計
約
二
〇
万
人
に
も
及

び
、
北
海
道
に
は
約
七
万
人
が
連
行
さ
れ
た
と
い
う
。
し

か
も
そ
の
時
期
は
明
治
期
で
は
な
く
、
碑
銘
に
も
あ
る
と

　

釧
路
地
域
で
石
炭
産
業
が
発
展
し
得
た
の
は
、
ま
ず
は

何
よ
り
、
そ
も
そ
も
こ
の
地
に
「
釧
路
炭
田
」
と
い
う
道

内
屈
指
の
巨
大
な
炭
田
が
あ
る
た
め
で
、
釧
路
産
石
炭
の

存
在
は
江
戸
時
代
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
一
八
五

五
（
安
政
二
）
年
の
函
館
開
港
以
降
は
、
同
港
に
寄
る
外

国
船
に
供
給
さ
れ
る
燃
料
と
し
て
、
釧
路
炭
田
で
の
石
炭

採
掘
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。

　

釧
路
炭
田
に
近
代
的
な
炭
鉱
が
開
坑
さ
れ
た
の
は
一
八

八
七
（
明
治
二
〇
）
年
、
安
田
財
閥
開
坑
の
春
鳥
炭
山
が

嚆
矢
で
あ
る
。
こ
の
当
時
、
前
出
の
佐
野
孫
右
衛
門
の
出

願
に
よ
り
始
ま
っ
た
硫
黄
山
（
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
）
で
の
硫

黄
の
採
掘
に
関
わ
っ
て
、
そ
の
生
産
・
輸
送
の
た
め
の
燃

料
と
し
て
、
石
炭
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
た
。
釧
路
集
治

監
の
囚
人
労
働
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
硫
黄
山
で
の
硫
黄

生
産
は
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
を
も
っ
て
終
了
し
た

が
、
釧
路
炭
田
で
生
産
さ
れ
る
石
炭
は
、
本
州
の
工
業
地

帯
か
ら
の
ニ
ー
ズ
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
以
後
、
釧
路
炭

田
全
体
で
の
開
発
が
明
治
三
〇
年
代
か
ら
本
格
化
す
る
こ

と
に
な
り
、
大
正
期
、
昭
和
の
戦
前
・
戦
中
期
、
戦
後
の

経
済
復
興
期
を
経
て
、
大
手
・
中
小
の
炭
鉱
が
増
加
し
て

い
っ
た
。

　

こ
の
間
、
木
村
組
春
採
炭
礦
（
前
出
の
旧
春
鳥
炭
山
を

買
収
）
と
三
井
鉱
山
釧
路
炭
鉱
の
二
社
が
一
九
二
〇
（
大

正
九
）
年
に
合
併
し
て
誕
生
し
た
の
が
太
平
洋
炭
礦
株
式

会
社
で
あ
る
。同
社
は
発
足
以
降
、採
炭
技
術
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
進
め
、
年
当
た
り
二
〇
〇
万
㌧
以
上

と
い
う
生
産
を
長
年
に
わ
た
っ
て
維
持
し
、
釧
路
の
石
炭

鉱
業
の
発
展
を
支
え
続
け
て
き
た
。

太平洋戦争強制労働犠牲者慰霊碑
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る
。
地
下
に
は
坑
道
の
一
部
が
再
現
さ
れ
て
お
り
、
巨
大

な
掘
削
機
や
坑
内
機
関
車
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

４
．
市
立
博
物
館
再
訪
、
道
東
鉄
道
史
に
関
す
る
企

　

画
展
を
観
覧

　

炭
鉱
展
示
館
を
去
る
と
、
春
採
湖
の
東
側
を
ぐ
る
り
と

北
上
し
、
湖
北
側
の
畔
、
春
採
公
園
内
の
「
釧
路
市
立
博

物
館
」（
釧
路
市
春
湖
台
）
へ
向
か
っ
た
。
前
回
視
察
の

際
に
も
一
度
訪
れ
て
い
た
が
、
十
分
な
観
覧
時
間
を
確
保

で
き
な
か
っ
た
た
め
、今
回
再
訪
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
。

　

釧
路
炭
田
の
炭
鉱
数
の
ピ
ー
ク
は
一
九
六
〇
（
昭
和
三

五
）
年
、
採
炭
量
の
ピ
ー
ク
は
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）

年
の
三
四
四
・
六
万
㌧
、
炭
鉱
労
働
者
の
数
は
最
大
で
約

五
〇
〇
〇
人
に
も
上
っ
た
と
い
う
。大
手
炭
砿
と
し
て
は
、

太
平
洋
炭
礦
の
ほ
か
、
庶
路
炭
鉱
等
の
明
治
鉱
業
社
、
雄

別
・
尺
別
の
雄
別
炭
砿
社
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

　

く
わ
え
て
、
炭
鉱
開
発
の
進
展
は
、
山
間
や
内
陸
部
に

位
置
す
る
炭
鉱
か
ら
、
積
出
港
の
機
能
を
担
う
釧
路
港
へ

石
炭
を
輸
送
す
る
手
段
と
し

て
、
炭
鉱
会
社
自
身
に
よ
る

鉄
道
の
整
備
を
後
押
し
し
、

こ
れ
も
そ
の
後
の
釧
路
市
の

発
展
を
支
え
る
原
動
力
の
一

つ
と
な
っ
て
い
く
。
鉄
道
に

つ
い
て
は
次
節
で
再
度
触
れ

る
。

　

釧
路
の
石
炭
産
業
の
衰
退

は
最
盛
期
の
裏
で
始
ま
っ
て

お
り
、一
九
六
〇
年
代
以
降
、

石
油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ

ト
の
影
響
な
ど
を
受
け
、
炭

鉱
の
閉
山
が
徐
々
に
進
み
始

め
た
。
一
九
七
〇
（
昭
和
四

五
）
年
に
雄
別
や
尺
別
と

い
っ
た
大
手
炭
鉱
が
相
次
い

で
閉
山
す
る
と
、
以
降
は
太

平
洋
炭
礦
一
社
だ
け
が
残
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
太
平
洋

炭
礦
社
の
炭
鉱
も
二
〇
〇
二
年
一
月
を
も
っ
て
閉
山
と
な

り
、
以
降
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
後
継
の
釧
路
コ
ー
ル
マ

イ
ン
社
が
国
内
唯
一
の
石
炭
生
産
（
年
間
二
五
万
㌧
、
二

〇
二
三
年
一
月
現
在
）
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
政
府
に

よ
る
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
ア
ジ
ア
産
炭
国
へ
の
技
術
移

転
事
業
と
し
て
、
研
修
生
の
受
け
入
れ
や
派
遣
に
よ
る
研

修
も
実
施
し
て
い
る
（
（1
（

。

　

展
示
館
は
地
上
一
階
建
て
の
施
設
だ
が
、
地
下
階
が
あ

＜付表２＞　釧路炭田の主な炭鉱一覧（1960年代）

太平洋炭礦  炭鉱展示館
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示
し
て
お
り
、
歴
史
に
関
す
る
フ
ロ
ア
で
は
、
釧
路
市
の

開
拓
・
近
代
化
と
発
展
の
歴
史
（
近
世
・
近
現
代
史
、
産

業
史
）
の
ほ
か
、
釧
根
エ
リ
ア
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
や

文
化
に
つ
い
て
も
膨
大
な
資
料
・
史
料
を
観
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
今
回
は
特
に
、
釧
根
エ
リ
ア
に
お
け
る
ア
イ

　

同
博
物
館
は
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
設
立
さ
れ

た
「
釧
路
市
立
郷
土
博
物
館
」
を
前
身
と
し
、
そ
の
後
の

数
回
の
移
転
・
移
築
等
を
経
て
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）

年
に
現
行
施
設
が
完
成
し
、
今
日
に
至
る
（
（1
（

。
市
の
総
合
博

物
館
と
し
て
、
釧
路
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
を
幅
広
く
展

ヌ
集
落
の
分
布
図
（
各
集
落
の
大
ま
か
な
人
口
規
模
も
併

記
）
に
、
そ
の
調
査
方
法
も
含
め
関
心
が
喚
起
さ
れ
た
。

　

再
訪
し
た
日
、
折
良
く
一
つ
の
企
画
展
が
開
催
さ
れ
て

い
た
。
テ
ー
マ
は
「
炭
鉱
と
、
港
と
～
釧
路
臨
港
鉄
道
・

太
平
洋
石
炭
販
売
輸
送
臨
港
線
の
軌
跡
～
」（
会
期
：
二

〇
二
三
年
一
月
二
八
日
～
五
月
七
日
）。
メ
イ
ン
テ
ー
マ

の
釧
路
臨
港
鉄
道
の
ほ
か
、釧
根
地
域
に
か
つ
て
存
在
し
、

現
在
は
廃
線
と
な
っ
て
い
る
殖
民
軌
道
（
簡
易
軌
道
）
に

関
す
る
写
真
や
史
料
な
ど
が
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　

企
画
展
の
解
説
に
よ
る
と
、
釧
路
臨
港
鉄
道
は
、
太
平

洋
炭
礦
社
が
一
九
二
五
（
大
正
一
二
）
年
に
設
立
し
た
私

鉄
で
あ
り
、
石
炭
輸
送
専
門
の
鉄
道
で
あ
る
。
こ
れ
を
太

平
洋
石
炭
販
売
輸
送
社
が
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
に

吸
収
し
、以
降
は
太
平
洋
石
炭
販
売
輸
送
臨
港
線
と
し
て
、

二
〇
一
九
年
六
月
の
全
線
廃
止
ま
で
稼
働
し
て
い
た
。
釧

路
地
域
の
炭
鉱
鉄
道
と
し
て
は
こ
の
ほ
か
、
雄
別
炭
鉱
鉄

道
、
尺
別
鉄
道
が
あ
る
。

　

殖
民
軌
道
は
軽
便
鉄
道
の
一
種
で
、
道
東
地
域
で
特
に

深
刻
で
あ
っ
た
融
雪
期
の
道
路
状
況
の
悪
化（
泥
の
海
化
）

へ
の
対
策
と
し
て
、
内
務
省
北
海
道
庁
が
計
画
・
敷
設
し

た
馬
力
線
で
あ
る
。
そ
の
第
一
号
は
、
一
九
二
四
（
大
正

一
三
）
年
開
通
の
根
室
線
（
厚
床

－

中
標
津
間
、約
四
八
・

八
㎞
）。
国
鉄
や
道
路
の
整
備
が
進
む
前
の
時
期
、
道
東

の
交
通
や
物
流
を
支
え
た
の
が
殖
民
軌
道
で
あ
る
。
殖
民

軌
道
は
道
東
や
道
北
で
そ
の
後
路
線
を
増
や
し
て
い
き
、

戦
後
に
内
務
省
が
解
体
さ
れ
て
以
降
は
農
林
省
に
移
管
さ

れ
て
「
簡
易
軌
道
」
に
名
を
変
え
、
一
九
五
三
（
昭
和
二

八
）
年
度
か
ら
は
所
在
市
町
村
に
管
理
を
委
託
さ
れ
る
こ

＜付表３＞　釧根地域の殖民軌道・簡易軌道一覧

＜付表４＞　釧路の炭鉱鉄道一覧
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六
冊
、
今
回
も
館
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
二
冊
を
購
入
し

た
。
本
稿
の
執
筆
に
も
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
一
言
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

５
．
釧
路
市
と
鳥
取
町
の
行
政
史
を
振
り
返
る

　

市
立
博
物
館
の
観
覧
後
、
遅
め
の
昼
食
休
憩
を
経
て
、

午
後
か
ら
の
巡
察
を
再
開
し
た
。
幣
舞
橋
を
再
度
渡
り
、

国
道
三
八
号
を
道
な
り
に
北
西
へ
。
次
の
目
的
地
は
、
新

釧
路
川
を
渡
っ
た
先
に
位
置
す
る
鳥
取
地
区
で
あ
る
。

　

新
釧
路
川
に
ま
た
が
る
鳥
取
橋
を
渡
っ
た
西
側
、
橋
か

ら
程
な
く
の
場
所
に
、「
鳥
取
五
号
公
園
」（
釧
路
市
鳥
取

大
通
九
丁
目
）
と
い
う
公
園
が
あ
る
。
こ
の
園
内
の
一
角

に
、一
つ
の
重
厚
な
石
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。「
釧
路
市
・

鳥
取
町
合
併
記
念
碑
」
で
あ
る
。
碑
銘
に
あ
る
と
お
り
、

こ
の
一
帯
に
は
か
つ
て
「
鳥
取
町
」
と
い
う
自
治
体
が
存

在
し
、一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
一
〇
月
一
〇
日
を
も
っ

て
釧
路
市
と
合
併
し
た
こ
と
が
碑
文
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
釧
路
市
の
開
基
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年

に
釧
路
郡
に
置
か
れ
た
五
村
の
一
つ
「
釧
路
村
」
に
遡
る
。

発
足
当
初
の
釧
路
村
の
所
在
地
は
現
在
の
橋
南
地
区
に
相

当
す
る
。
釧
路
村
は
そ
の
後
、
隣
接
地
へ
の
米
町
の
新
設

（
一
八
七
五
年
）、真
砂
町
の
分
立
（
一
八
八
二
年
）、幣
舞
・

浦
見
・
洲
崎
三
町
の
分
立
（
一
八
八
八
年
）
な
ど
を
経
て
、

一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
の
「
北
海
道
一
級
町
村
制
」

の
適
用
に
よ
り
「
釧
路
町
」
に
変
わ
っ
た
。
こ
の
一
級
町

村
と
し
て
の
釧
路
町
は
、
ま
ず
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年

七
月
一
日
の
「
北
海
道
区
制
」
施
行
に
よ
り
「
釧
路
区
」

へ
移
行
し
、
さ
ら
に
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
八
月
一

日
の
「
市
制
」
施
行
に
よ
り
現
在
に
つ
な
が
る
「
釧
路
市
」

へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。
釧
路
市
と
鳥
取
町
と
の
合
併
は
、

前
述
の
と
お
り
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
一
〇
月
の
実
施
。

釧
路
市
が
関
わ
る
合
併
と
し
て
こ
れ
に
続
く
の
が
二
〇
〇

五
（
平
成
一
七
）
年
一
〇
月
一
一
日
実
施
の
阿
寒
町
・
音

別
町
と
の
三
市
町
合
併
で
あ
り
、
こ
れ
が
現
在
（
二
〇
二

三
年
一
一
月
現
在
）
の
釧
路
市
の
姿
に
な
る
（
（1
（

。

　

な
お
、
釧
路
市
に
隣
接
す
る
現
行
の
釧
路
町
は
、
前
出

の
一
級
町
村
と
し
て
の
釧
路
町
と
は
別
の
団
体
で
あ
る
。

こ
の
一
級
町
村
と
し
て
の
釧
路
町
が
「
北
海
道
区
制
」
の

と
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
軌
道
の
中
に
は
、
後
に
ガ
ソ
リ

ン
機
関
車
な
ど
を
導
入
し
、
独
自
に
動
力
化
す
る
と
こ
ろ

も
現
れ
る
一
方
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
馬
力
線
を
運
行
し

続
け
た
軌
道
も
あ
る
と
の
こ
と
。
戦
後
の
交
通
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
の
進
展
に
よ
り
役
割
を
終
え
、
一
九
七
二
（
昭
和

四
七
）
年
の
浜
中
町
営
軌
道
の
廃
止
を
も
っ
て
、
道
東
の

簡
易
軌
道
は
全
て
姿
を
消
し
た
（
（1
（

。

　

な
お
、
市
立
博
物
館
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、
館
発
行

の
書
籍
の
充
実
ぶ
り
に
は
、
訪
れ
る
度
に
驚
か
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
書
籍
は
、
当
研
究
会
と
し
て
も
資
料
収
集
の
一

環
で
、
前
回
訪
問
時
は
鉄
道
や
炭
鉱
に
関
す
る
書
籍
を
計

釧路市立博物館

釧路市立博物館２階　「釧路の近世・近代」の展示
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施
行
に
先
だ
っ
て
一
部
地
域
を
分
立
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ

が
新
た
に
釧
路
村
と
さ
れ
た
。
こ
の
釧
路
村
が
一
九
八
〇

（
昭
和
五
五
）
年
に
「
町
制
」
施
行
し
て
現
在
の
釧
路
町

と
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
（
（1
（

。

　

一
方
、
鳥
取
町
は
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
開
村

の
「
鳥
取
村
」
に
始
ま
り
、
碑
文
に
よ
れ
ば
、「
北
海
道

二
級
町
村
制
」
適
用
（
一
九
二
三
／
大
正
一
二
年
四
月
）、

「
北
海
道
一
級
町
村
制
」
適
用
（
一
九
三
三
／
昭
和
八
年

五
月
）
を
経
て
、一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
に
「
町
制
」

施
行
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）

年
五
月
三
日
以
降
は
「
地
方
自
治
法
」
の
も
と
普
通
地
方

釧路市・鳥取町合併記念碑

＜付表５＞　釧路市と鳥取町の沿革
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る
と
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
秋
に

始
ま
る
府
県
統
合
の
急
速
な
進
展
の
中
で
、一
八
七
六（
明

治
九
）年
に
鳥
取
県
が
一
度
廃
止（
島
根
県
へ
併
合
）さ
れ
、

そ
の
後
に
始
ま
る
鳥
取
県
再
置
運
動
の
中
で
、
不
満
を
高

め
た
一
部
士
族
の
暴
力
化
が
進
ん
だ
こ
と
。
第
二
に
、
一

八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
俸
禄
制
度
の
廃
止
と
も
相
ま
っ

て
、
鳥
取
士
族
の
大
部
分
で
窮
乏
が
深
刻
化
し
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
当
時
参
議
の
職
に
あ
っ
た
山

県
有
朋
に
よ
る
現
地
視
察
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
鳥
取
県

再
置
の
条
件
と
し
て
提
示
さ
れ
た
こ
と
の
一
つ
が
北
海
道

へ
の
士
族
移
住
で
あ
っ
た
（
（2
（

。

　

こ
の
実
施
の
た
め
に
「
移
住
士
族
取
扱
規
則
」（
農
商

務
省
達
第
九
号
）
が
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
に
制
定

さ
れ
、
釧
路
も
そ
の
適
用
を
受
け
る
地
域
の
一
つ
に
な
っ

た
（
（2
（

。
同
規
則
に
基
づ
く
鳥
取
か
ら
釧
路
へ
の
移
住
者
は
、

第
一
団
の
四
一
戸
（
二
一
七
人
）
が
一
八
八
四
年
六
月
に
、

第
二
団
の
六
四
戸
（
三
〇
六
人
）
が
一
八
八
五
年
五
月
に

到
着
し
て
い
る
（
（2
（

。五
〇
〇
人
超
と
い
う
規
模
で
の
移
住
は
、

当
時
ま
だ
小
さ
な
漁
村
で
あ
っ
た
釧
路
村
の
あ
り
方
に
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

鳥
取
士
族
の
釧
路
移
住
は
、
明
治
期
以
降
の
北
海
道
開

拓
に
見
ら
れ
た
士
族
開
拓
あ
る
い
は
士
族
授
産
の
一
形
態

だ
が
、
一
つ
の
特
殊
性
が
あ
る
。
移
住
が
始
ま
る
一
八
八

四
（
明
治
一
七
）
年
は
、
屯
田
兵
制
度
導
入
後
の
時
期
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
国
お
よ
び
北
海
道
の
行
政

体
制
の
事
情
に
よ
る
。
鳥
取
か
ら
の
移
住
士
族
を
受
け
入

れ
た
の
は
根
室
県
釧
路
村
で
あ
り
、「
三
県
一
局
時
代
」

と
呼
ば
れ
る
こ
の
時
期
は
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年

二
月
の
開
拓
使
の
廃
止
に
伴
い
、
同
制
度
の
所
管
が
開
拓

使
か
ら
陸
軍
省
に
移
管
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
た
め
、

屯
田
兵
の
募
集
が
い
っ
た
ん
停
止
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
（2
（

。

前
出
「
移
住
士
族
取
扱
規
則
」
が
農
商
務
省
の
所
管
で
あ

る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
同
規
則
の
適
用
を
受
け
て
釧

路
に
移
住
し
た
鳥
取
士
族
た
ち
は
、移
住
先
で
保
護
さ
れ
、

住
居
、
農
機
具
、
農
耕
馬
な
ど
は
貸
与
さ
れ
た
ほ
か
、
米
、

醤
油
、
味
噌
、
塩
、
作
付
け
用
種
子
な
ど
は
給
与
さ
れ
た

と
い
う
（
（2
（

。
な
お
、
同
規
則
は
三
県
一
局
時
代
の
終
焉
と
と

も
に
失
効
に
な
り
、
釧
路
で
は
本
件
が
最
初
で
最
後
の
例

に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
鳥
取
士
族
の
釧
路
移
住
は
、
鳥
取

県
の
廃
止
・
再
置
と
、
北
海
道
開
拓
使
の
廃
止
に
伴
う
屯

田
兵
の
一
時
募
集
停
止
、
北
海
道
三
県
一
局
時
代
に
お
け

る
行
政
体
制
の
特
殊
性
な
ど
を
時
代
背
景
と
し
て
、
明
治

期
初
頭
の
士
族
開
拓
と
も
、
屯
田
兵
制
度
の
前
期
を
担
っ

た
士
族
屯
田
と
も
異
な
る
、
も
う
一
つ
の
士
族
開
拓
の
姿

を
表
し
て
い
る
。

　

鳥
取
士
族
の
釧
路
移
住
の
事
績
を
後
世
に
伝
え
、
顕
彰

す
る
碑
は
釧
路
市
内
の
各
所
（
（2
（

に
見
ら
れ
る
。
あ
わ
せ
て
、

「
鳥
取
神
社
」（
釧
路
市
鳥
取
大
通
四
丁
目
）
境
内
に
設
置

の
「
鳥
取
百
年
館
」
ほ
ど
、
本
件
に
関
す
る
資
料
・
史
料

を
豊
富
に
展
示
し
て
い
る
施
設
は
他
に
な
い
。

　

筆
者
が
同
館
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
前
回
視
察
時
に

実
際
に
訪
れ
た
と
き
で
あ
る
。
視
察
先
の
下
調
べ
は
、
主

に
各
自
治
体
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
化

財
・
史
跡
情
報
や
観
光
情
報
な
ど
の
閲
覧
を
通
じ
て
行
う

が
、
こ
こ
は
下
調
べ
で
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
施
設
で

公
共
団
体
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
二
年

半
ほ
ど
で
釧
路
市
と
合
併
し
、
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

　

二
市
町
が
合
併
す
る
に
至
っ
た
理
由
は
、
当
時
約
四
七

平
方
㎞
と
面
積
が
狭
く
、
都
市
計
画
を
つ
く
る
こ
と
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
釧
路
市
と
、
約
一
三
六
平
方

㎞
と
釧
路
市
の
三
倍
近
い
面
積
を
持
ち
、
製
紙
工
場
等
の

集
積
も
あ
り
な
が
ら
も
、
港
を
持
た
ず
、
農
産
・
畜
産
加

工
品
の
搬
出
も
、
工
業
立
地
の
拡
充
も
望
め
な
い
鳥
取
町

が
、
お
互
い
の
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
（
（1
（

。
合
併
時
の
人
口
は
、
旧
釧
路
市
が
七
万
一
七

三
一
人
、
旧
鳥
取
町
が
一
万
三
四
四
九
人
、
計
八
万
五
一

八
〇
人
（
（1
（

。
そ
の
後
、
合
併
が
起
爆
剤
と
な
っ
た
か
の
よ
う

に
、
釧
路
市
の
人
口
は
さ
ら
に
増
加
を
続
け
、
一
九
六
五

（
昭
和
四
〇
）
年
に
一
〇
万
人
を
突
破
し
、一
九
八
四
（
昭

和
五
九
）
年
に
は
こ
れ
ま
で
の
ピ
ー
ク
人
口
で
あ
る
約
二

一
・
八
万
人
を
記
録
し
た
（
（2
（

。
合
併
記
念
碑
が
建
つ
鳥
取
五

号
公
園
は
、
か
つ
て
旧
鳥
取
町
役
場
が
立
地
し
た
敷
地
跡

に
他
な
ら
な
い
（
（2
（

。

６
．
鳥
取
百
年
館
再
訪
、
鳥
取
士
族
の
釧
路
移
住
に

　

つ
い
て
学
ぶ

　

鳥
取
村
と
い
う
村
名
は
、
移
住
者
の
出
身
地
に
由
来
す

る
。こ
の
移
住
者
と
は
、鳥
取
県
か
ら
来
た
士
族
た
ち
、「
鳥

取
士
族
」
を
指
す
。
鳥
取
士
族
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、

釧
路
村
の
一
部
を
分
割
し
て
設
置
さ
れ
、
出
身
地
の
名
を

付
さ
れ
た
の
が
鳥
取
村
で
あ
る
。

　

移
住
に
至
る
背
景
に
は
、
い
く
つ
か
の
時
代
状
況
が
あ
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ご
と
き
建
物
こ
そ「
鳥
取
百
年
館
」で
あ
る
。一
九
八
四（
昭

和
五
九
）
年
、
名
称
に
も
あ
る
と
お
り
、
鳥
取
士
族
移
住

一
〇
〇
年
を
記
念
し
、
彼
ら
の
出
身
地
に
か
つ
て
存
在
し

た
鳥
取
城
を
モ
デ
ル
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。
三
階
建
て
の

館
内
に
は
、
士
族
移
住
者
の
遺
品
、
鳥
取
市
寄
贈
の
甲
冑
、

鳥
取
藩
主
池
田
家
の
家
宝
な
ど
、
資
料
約
一
六
〇
〇
点
が

展
示
さ
れ
て
お
り
（
（2
（

、
移
住
者
た
ち
の
開
拓
期
の
苦
難
や
、

鳥
取
村
か
ら
鳥
取
町
に
至
る
歴
史
、
住
民
の
生
活
史
を
伝

え
て
い
る
。

　

な
お
、
Ｊ
Ｒ
釧
路
駅
の
北
口
か
ら
北
西
へ
向
か
う
道
を

共
栄
新
橋
大
通
と
い
う
。
始
点
付
近
に
碑
が
置
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
こ
の
道
の
周
辺
地

区
こ
そ
が
鳥
取
士
族
た
ち
の
最
初
の
入
植
地
で
あ
っ
た
。

共
栄
に
は
釧
路
市
民
と
鳥
取
村
民
が
共
に
栄
え
て
い
く
こ

と
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
（2
（

。
釧
路
市
と
鳥

取
市
は
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
に
姉
妹
都
市
の
提
携

を
行
い
、
そ
の
絆
は
今
日
も
続
い
て
い
る
。

　

鳥
取
神
社
を
去
る
と
、
国
道
三
八
号
を
さ
ら
に
西
へ
移

動
し
、
辿
り
着
い
た
の
は
、
Ｊ
Ｒ
大
楽
毛
駅
前
の
ロ
ー
タ

リ
ー
（
釧
路
市
大
楽
毛
五
丁
目
）。
予
定
外
な
が
ら
、
岩

崎
さ
ん
の
計
ら
い
で
ロ
ー
タ
リ
ー
内
の
一
角
に
置
か
れ
て

い
る
「
日
本
釧
路
種
」
と
い
う
馬
の
銅
像
に
案
内
さ
れ
た
。

大
楽
毛
地
区
は
、
明
治
期
か
ら
一
九
六
〇
年
代
ま
で
、
開

拓
農
耕
馬
や
軍
馬
へ
の
需
要
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
馬
市

の
開
催
場
所
と
し
て
活
況
を
呈
し
て
い
た
時
期
が
あ
る
。

銅
像
に
刻
ま
れ
た
「
日
本
釧
路
種
」
は
こ
の
地
で
生
産
さ

れ
て
い
た
品
種
名
で
あ
り
、
す
で
に
絶
滅
し
て
い
る
（
（3
（

。

今
は
失
わ
れ
た
釧
路
の
も
う
一
つ
の
顔
を
最
後
に
紹
介
さ

れ
、
今
回
の
巡
察
を
終
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

７
．
ま
と
め
に
代
え
て

　

前
回
視
察
で
の
大
き
な
心
残
り
を
解
消
す
る
た
め
に
実

施
し
た
今
回
の
補
足
視
察
は
、「
釧
路
の
発
祥
」
に
最
も

強
い
関
心
を
寄
せ
、
か
つ
て
の
中
心
地
で
あ
っ
た
橋
南
地

区
や
、
か
つ
て
は
別
の
自
治
体
で
あ
っ
た
鳥
取
地
区
の
歴

史
に
関
す
る
情
報
収
集
に
努
め
た
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で

あ
っ
た
と
振
り
返
る
。

　

今
次
視
察
を
通
じ
、
こ
の
地
は
元
々
は
ク
ス
リ
と
呼
ば

れ
て
い
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
要
地
で
あ
り
、
近
世
期
に
場
所

請
負
制
度
の
場
所
や
幕
領
時
代
の
要
地
と
し
て
発
展
へ
の

き
っ
か
け
を
得
た
後
、
続
く
明
治
期
以
降
、
北
海
道
設
置

に
伴
い
ク
ス
リ
か
ら
釧
路
に
正
式
に
言
い
換
え
ら
れ
る
と

と
も
に
、
今
日
の
釧
路
市
の
開
基
を
な
す
釧
路
村
が
設
置

さ
れ
る
に
至
る
流
れ
が
見
え
た
。
そ
の
後
、
釧
路
村
か
ら

釧
路
町
、
釧
路
区
を
経
て
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年

に
発
足
し
た
釧
路
市
は
、
急
速
な
人
口
減
少
や
基
幹
産
業

の
衰
退
と
い
っ
た
苦
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
二
〇
二
二

（
令
和
四
）年
に
市
制
一
〇
〇
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
至
っ

て
い
る
。

　

一
方
、
明
治
期
の
鳥
取
士
族
の
移
住
に
よ
っ
て
創
設
さ

れ
、
戦
後
ま
も
な
く
釧
路
市
と
合
併
す
る
旧
鳥
取
町
の
存

在
が
、
今
日
の
釧
路
市
を
形
成
し
て
い
く
上
で
極
め
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
た
と
い
う
事
実
と
そ
の
理
由
を
知
り
得

た
こ
と
も
、
今
回
の
大
き
な
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
鳥
取

か
ら
の
移
住
士
族
た
ち
に
よ
る
釧
路
開
拓
の
事
績
は
、「
互

あ
っ
た
。
現
地
に
行
っ
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
は
多
々
あ

る
と
い
う
の
は
重
々
承
知
し
な
が
ら
も
、
こ
の
と
き
ほ
ど

下
調
べ
の
限
界
を
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
初
訪
問
の

際
も
展
示
資
料
の
充
実
ぶ
り
に
は
大
い
に
驚
か
さ
れ
た

が
、
予
期
せ
ぬ
発
見
で
あ
っ
た
が
故
に
十
分
な
観
覧
時
間

も
な
く
、
再
訪
の
機
会
を
う
か
が
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

と
こ
ろ
、
今
回
念
願
叶
っ
て
の
再
訪
と
な
っ
た
。

　

鳥
取
神
社
の
由
緒
に
は
「
移
住
者
総
意
の
も
と
、
明
治

二
四
年
四
月
二
三
日
、島
根
県
出
雲
大
社
よ
り
御
祭
神「
大

国
主
大
神
」
の
御
分
霊
を
拝
請
し
て
鳥
取
神
社
を
創
祀
」

と
あ
る
。
そ
の
境
内
、
社
務
所
に
隣
接
し
て
建
つ
城
郭
の

鳥 取 百 年 館
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視
察
や
学
習
会
を
通
じ
、
北
海
道
の
近
現
代
史
に
関
す
る

情
報
収
集
を
積
極
的
に
進
め
、
多
角
的
な
視
点
に
立
っ
た

情
報
の
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。

【
付
記
】

　

本
稿
の
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、現
地
視
察
時
の
ガ
イ
ド
か
ら
、

内
容
の
確
認
に
至
る
ま
で
、
岩
崎
守
男
さ
ん
に
多
大
な
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
。
お
名
前
を
記
し
、
謝
意
を
表
し
ま
す
。

【
注
】

（
１
）　

二
〇
一
九
年
発
足
。
二
〇
二
三
年
一
一
月
現
在
の
メ
ン

バ
ー
は
、
竹
中
英
泰
（
旭
川
大
学
名
誉
教
授
／
当
研
究
所

理
事
／
当
研
究
会
主
査
）、
押
谷
一
（
酪
農
学
園
大
学
教

授
／
当
研
究
所
理
事
）、
三
輪
修
彪
（
北
海
道
労
働
文
化

協
会
理
事
／
当
研
究
所
元
専
務
理
事
）、
正
木
浩
司
（
当

研
究
所
研
究
員
／
当
研
究
会
事
務
局
）。
本
文
で
も
後
述

す
る
と
お
り
、
本
稿
で
扱
う
第
三
回
現
地
視
察
補
足
視
察

に
は
事
務
局
の
正
木
（
筆
者
）
一
人
が
参
加
し
、
本
稿
の

執
筆
も
担
当
し
た
。

（
２
）　

二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
三
日
～
一
六
日
に
実
施
。
訪
問

し
た
市
町
村
は
、
訪
問
順
に
、
根
室
市
、
厚
岸
町
、
標
茶

町
、
釧
路
市
阿
寒
町
、
鶴
居
村
、
釧
路
市
中
心
部
（
旧
釧

路
市
区
域
）。
レ
ポ
ー
ト
は
本
誌
二
〇
二
二
年
三
月
号（
第

六
三
八
号
）
に
掲
載
。

（
３
）　

注
２
に
も
あ
る
と
お
り
、
こ
こ
で
の
釧
路
市
中
心
部
と

は
、
二
〇
〇
五
年
の
三
市
町
合
併
以
前
の
旧
釧
路
市
区
域

を
指
す
。

（
４
）　

戸
田
ほ
か
（
二
〇
一
四
）
三
頁
に
よ
る
と
、「
釧
路
」

の
語
源
と
さ
れ
る
ア
イ
ヌ
語
と
し
て
は
、ク
ス
リ
（「
薬
」、

「
温
泉
」
の
意
味
）
の
ほ
か
、ク
シ
ュ
ル
（「
交
通
の
要
路
」

の
意
味
）、
ク
ッ
チ
ャ
ロ
（「
咽
頭
」
の
意
味
）
が
あ
る
と

い
う
。

（
５
）　

谷
本
（
二
〇
二
〇
）
九
～
一
〇
頁
。

（
６
）　

釧
路
市
立
博
物
館
の
展
示
資
料「
ク
ス
リ
場
所
の
範
囲
」

に
よ
る
。

（
７
）　
『
釧
路
市
統
合
年
表
』
四
頁
。

（
８
）　

同
右
。

（
９
）　

同
右
。

（
10
）　

戸
田
ほ
か
（
二
〇
一
四
）
三
頁
。

（
11
）　

強
制
労
働
の
四
区
分
は
、
北
網
圏
北
見
文
化
セ
ン
タ
ー

（
北
見
市
公
園
町
一
）の
展
示「
北
海
道
開
拓
と
強
制
労
働
」

に
基
づ
い
て
い
る
。
詳
細
は
正
木
（
二
〇
二
一
）
二
四
～

二
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
12
）　

以
下
の
本
節
の
記
述
は
、
炭
鉱
展
示
館
展
示
の
「
釧
路

炭
田
」
と
い
う
説
明
パ
ネ
ル
、
釧
路
市
立
博
物
館
の
無
料

配
付
資
料
「
釧
路
炭
田
の
歴
史
」、
石
川
（
二
〇
二
〇
）

を
参
照
し
た
。

（
13
）　

釧
路
コ
ー
ル
マ
イ
ン
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
「
研
修

事
業
」
を
参
照
し
た
。

（
14
）　

釧
路
市
立
博
物
館
（
二
〇
二
二
）
七
八
頁
。

（
15
）　

本
段
落
の
記
述
は
、
石
川
ほ
か
（
二
〇
一
八
）
一
八
～

二
一
頁
を
参
照
し
た
。

（
16
）　

本
段
落
の
記
述
は
、
戸
田
ほ
か
（
二
〇
一
四
）
九
～
一

〇
頁
を
参
照
し
た
。

（
17
）　

本
段
落
の
記
述
は
、釧
路
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の「
町

の
あ
ゆ
み
」
を
参
照
し
た
。

い
の
弱
点
を
補
い
合
い
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
可
能
に
さ
せ

た
」
と
評
さ
れ
る
二
市
町
合
併
を
経
て
、
二
〇
万
都
市
釧

路
市
を
実
現
し
て
い
く
土
台
を
つ
く
っ
た
と
言
え
る
。

　

関
係
し
て
特
に
興
味
深
か
っ
た
の
が
、
鳥
取
県
再
置
運

動
へ
の
対
応
と
い
う
鳥
取
士
族
の
釧
路
移
住
の
背
景
と
、

入
植
形
態
の
特
殊
性
で
あ
る
。
そ
の
特
殊
性
は
専
ら
、
受

け
入
れ
側
の
北
海
道
の
当
時
の
行
政
体
制
が
、
開
拓
使
か

ら
三
県
一
局
体
制
へ
の
移
行
期
に
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し

て
い
た
。
明
治
初
期
の
士
族
開
拓
と
も
士
族
屯
田
と
も
異

な
る
士
族
移
住
の
か
た
ち
を
知
り
、
開
拓
主
体
の
多
様
性

に
関
す
る
知
見
が
広
が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
産
業
史
に
よ
り
積
極
的
に
目
を
向
け
た
今

回
、炭
鉱
展
示
館
や
市
立
博
物
館
と
い
っ
た
施
設
を
巡
り
、

釧
路
炭
田
の
炭
鉱
史
と
道
東
の
鉄
道
史
を
概
観
す
る
機
会

を
得
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
施
設
で
の
情
報
収
集
を
通
じ
、
明

治
期
以
降
の
釧
路
圏
域
の
地
域
経
済
を
支
え
た
石
炭
産
業

の
存
在
感
の
大
き
さ
や
、
釧
路
市
あ
る
い
は
釧
路
港
を
圏

域
の
結
節
点
と
す
る
産
業
と
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
関
係
な
ど

が
、
今
日
の
釧
路
市
の
形
成
に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
て
き

た
か
、
甚
だ
不
十
分
な
が
ら
も
ほ
の
見
え
た
気
が
し
た
。

産
業
史
の
重
要
性
と
、
そ
の
情
報
収
集
の
必
要
性
を
あ
ら

た
め
て
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
回
は
ほ
と

ん
ど
手
の
届
か
な
か
っ
た
他
の
産
業
分
野
（
漁
業
、林
業
、

製
紙
業
、
馬
産
業
な
ど
）
の
各
歴
史
、
鉄
道
・
港
湾
・
道

路
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
史
、
そ
れ
ら
と
自
治
体

の
発
展
の
関
係
な
ど
に
関
す
る
探
究
は
、
引
き
続
き
研
究

会
と
し
て
の
テ
ー
マ
に
な
ろ
う
。

　

研
究
会
で
は
今
後
も
引
き
続
き
、
道
内
各
地
で
の
現
地
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版
】』
釧
路
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
一
一
月

・　

釧
路
市
地
域
史
料
室
・
釧
路
市
地
域
史
研
究
会
編
『
釧
路

市
統
合
年
表
』
釧
路
市
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月

・　

釧
路
市
地
域
史
料
室
・
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
編
『
鳥
取
士

族
の
開
拓
移
住

－

鳥
取
・
釧
路
交
流
史
』
釧
路
市
地
域
史
料

室
・
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
四
月

・　

釧
路
市
立
博
物
館
編
『
釧
路
市
立
博
物
館
展
示
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
』
釧
路
市
立
博
物
館
、
二
〇
二
二
年
三
月

・　

高
嶋
弘
志
『
古
文
書
に
見
る
近
代
の
釧
路
地
方
』
釧
路
市

教
育
委
員
会
、
二
〇
二
一
年
三
月

・　

田
中
和
夫
『
北
海
道
の
鉄
道
』
北
海
道
新
聞
社
、
二
〇
〇

一
年
二
月

・　

谷
本
晃
久
「
北
海
道
開
拓
の
光
と
影

－

「
開
拓
」
と
「
地

方
自
治
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
北
海
道
自
治
研
究
』
第
六
一
四

号
所
収
二
～
一
五
頁
）
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研

究
所
、
二
〇
二
〇
年
三
月

・　

戸
田
恭
司
ほ
か
『
釧
路
の
あ
ゆ
み
と
産
業
』
釧
路
市
立
博

物
館
、
二
〇
一
四
年
三
月

・　

北
海
道
新
聞
社
編
『
く
し
ろ
百
年
』
釧
路
市
、
一
九
六
九

年
八
月

・　

正
木
浩
司
「
北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
第
二
回
現
地
視

察
レ
ポ
ー
ト

－

北
見
市
・
佐
呂
間
町
・
網
走
市
を
訪
ね
て
」

（『
北
海
道
自
治
研
究
』
第
六
二
六
号
所
収
二
〇
～
三
九
頁
）

公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
、
二
〇
二
一
年
三

月
・　

正
木
浩
司
「
北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
第
三
回
現
地
視

察
レ
ポ
ー
ト

－

根
室
市
・
厚
岸
町
・
標
茶
町
・
釧
路
市
を
訪

ね
て
」（『
北
海
道
自
治
研
究
』
第
六
三
八
号
所
収
一
二
～
二

四
頁
）
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
、
二
〇
二

二
年
三
月

【
参
照
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

・　

釧
路
コ
ー
ル
マ
イ
ン
株
式
会
社

　
　
　

ttp://w
w

w.k-coal.co.jp/

・　

釧
路
市＞

釧
路
市
立
博
物
館

　
　
　

https://w
w

w.city.kushiro.lg.jp/m
useum

/

・　

釧
路
市＞

釧
路
の
炭
鉱

　
　
　

https://w
w

w.city.kushiro.lg.jp/sangyou/

　
　
　

sanshien/1006425/1006427.htm
l

・　

釧
路
市＞

鳥
取
市
【
姉
妹
都
市
】

　
　
　

https://w
w

w.city.kushiro.lg.jp/m
achi/

　
　
　

kouryuu/1005897/1011468.htm
l

・　

釧
路
町＞

釧
路
町
の
あ
ゆ
み

　
　
　

http://w
w

w.tow
n.kushiro.lg.jp/introduction/

　
　
　

ayum
i.htm

l

・　

釧
路
國
一
之
宮 

厳
島
神
社

　
　
　

http://kushiro-itsukushim
ajinja.com

/

・　

国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局＞

釧
路
港

　
　
　

https://w
w

w.hkd.m
lit.go.jp/ky/kk/kou_kei/

　
　
　

ud49g700000063vr.htm
l

・　

鳥
取
神
社

　
　
　

https://w
w

w.tottorijinja.com
/

※　

最
終
閲
覧
は
い
ず
れ
も
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
五
日
。

＜

ま
さ
き　

こ
う
じ
・
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
研
究
員＞

（
18
）　

釧
路
市
地
域
史
料
室
ほ
か（
二
〇
〇
三
）四
〇
～
四
一
頁
。

（
19
）　

同
右
。

（
20
）　

戸
田
ほ
か
（
二
〇
一
四
）
一
七
頁
。

（
21
）　

釧
路
市
地
域
史
料
室
ほ
か
（
二
〇
〇
三
）
二
八
頁
。

（
22
）　

本
段
落
の
記
述
は
、
高
嶋
（
二
〇
二
一
）
三
七
～
三
九

頁
を
参
照
し
た
。

（
23
）　

釧
路
市
地
域
史
料
室
ほ
か
（
二
〇
〇
三
）
一
四
頁
。

（
24
）　

釧
路
市
地
域
史
料
室
ほ
か
（
二
〇
〇
三
）
一
六
頁
、
鳥

取
百
年
館
展
示
の
年
表
「
鳥
取
町
の
あ
ゆ
み 

略
年
表
」。

（
25
）　

高
嶋
（
二
〇
二
一
）
三
九
頁
。

（
26
）　

釧
路
市
地
域
史
料
室
ほ
か
（
二
〇
〇
三
）
一
六
頁
。

（
27
）　

管
見
の
限
り
で
は
、
Ｊ
Ｒ
釧
路
駅
北
側
ロ
ー
タ
リ
ー
か

ら
徒
歩
数
分
の
場
所
に
位
置
す
る
「
鳥
取
県
士
族
移
住
之

地
碑
」（
共
栄
大
通
一
丁
目
）
と
、鳥
取
地
区
に
あ
る
「
鳥

取
県
士
族
移
住
之
地
碑
」（
鳥
取
大
通
九
丁
目
）の
二
カ
所
。

（
28
）　

鳥
取
神
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
説
明
文
を
参
照
し
た
。

（
29
）　

釧
路
市
地
域
史
料
室
ほ
か
（
二
〇
〇
三
）
四
〇
頁
。

（
30
）　
『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
二
三
年
三
月
二
日
付
朝
刊
（
釧

路
版
）
掲
載
記
事
「
釧
根
ま
ち
物
語 

第
一
〇
部
①
日
本

釧
路
種
」
の
ほ
か
、
戸
田
ほ
か
（
二
〇
一
四
）
三
九
～
四

〇
頁
も
参
照
し
た
。

【
参
考
文
献
・
資
料
】

・　

石
川
孝
織
『
阿
寒
国
立
公
園
と
硫
黄
鉱
山
』
釧
路
市
立
博

物
館
、
二
〇
一
五
年
三
月

・　

石
川
孝
織
『
釧
路
炭
田 

炭
鉱
と
鉄
路
と
【
増
補
版
】』
釧

路
市
立
博
物
館
友
の
会
、
二
〇
二
〇
年
二
月

・　

石
川
孝
織
ほ
か
『
釧
路
・
根
室
の
簡
易
軌
道
【
増
補
改
訂


